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1
広
報

11月23日、市役所センタープラザで、第９回農
林業まつりが行われました。
会場では、「酒まんじゅう」や「せいだのたまじ」

などの販売や品評会に出品された農産物の『せり』が
行われ、多くの来場者で賑わいました。

●第９回農林業まつり
12月 8日、桂川河川敷周回コースで、第９回上

野原市駅伝競走大会（小学生の部）が行われました。　
当日は、23チーム、115名の市内小学生が参加し、

保護者や地域のみなさんの声援を受けながら、懸命に
タスキを繋ぎました。

●第９回上野原市駅伝競走大会（小学生の部）

11月24日、もみじホールで、上野原市民合唱祭
が行われました。当日は、コーラスグループや市内小
中学校など16団体が参加し、日頃の練習の成果を発
表しました。また、会場では、立ち見がでるほどの大
勢の観客が訪れ、心に響く合唱を聴いていました。

●上野原市民合唱祭
12月3日、市役所展示室で、普通救命講習会Ⅲが
行われました。この講習会は、市内保育所の先生を対
象に行われたもので、当日は、市消防職員が参加した
19人の先生たちに、心肺蘇生法やAEDの使い方を
丁寧に教えました。

●普通救命講習会Ⅲ

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

kadootoko門男
今月の表紙は、　古くから西原地区に伝わる、「門男」です。昔は、小正月になると、
それぞれの家で門男を作り、玄関先に飾ったそうです。今では、作る人も減り、見る機
会が少なくなったとのこと。今回企画した新春対談では、ふるさと西原の新春らしさを
演出するため門男に登場してもらいました。時が過ぎていくにつれて、このような伝統
文化がなくなるのは悲しいものです。少しでも、文化の継承に役立てばとの想いで、表
紙に掲載しました。ちなみにこの門男を飾った家には、病気や悪霊を追い払うことがで
きる魔除けの効果があるそうです。ぜひ、みなさんも飾ってみては !!（広報担当者0）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,611 人 （− 31）
男 ● 12,765 人 （− 17）
女 ● 12,846 人 （− 14）

世帯 ● 10,029 世帯（−  6）
平成 25 年 12 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.107     24
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kadootoko
門男新春の西原に

　古くから伝わる
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新
春
対
談  
望
郷 
〜
ふ
る
さ
と
を
想
う
〜

降ふ

る

や

そ

じ

ん

矢
組
人

■
今
回
の
対
談
は
、『
望
郷
〜
ふ
る
さ

と
を
想
う
〜
』
を
テ
ー
マ
と
し
て

企
画
し
ま
し
た
が
、
お
二
人
が
考

え
る
『
ふ
る
さ
と
』
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

降
矢
さ
ん
　
私
は
西
原
地
区
で
生
ま

れ
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
緑

豊
か
な
西
原
で
培
っ
た
感
性
は
、

絵
を
描
く
う
え
で
も
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て

の
ふ
る
さ
と
は
、
洋
画
家
と
し
て

の
原
点
で
す
。

江
口
市
長
　
戦
後
の
引
き
揚
げ
後
は
、

甲
府
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し

た
。
幼
少
期
に
過
ご
し
た
『
ふ
る

さ
と
』
は
、
多
く
の
方
の
人
生
の

原
点
と
も
言
う
べ
き
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

■
降
矢
さ
ん
の
作
品
に
は
、「
ふ
る
さ

と
」
を
描
い
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
対
す
る
思

い
や
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

降
矢
さ
ん
　
絵
を
描
く
上
で
基
準
に

な
る
の
が
西
原
地
区
の
自
然
で
す
。

こ
の
自
然
に
対
し
て
素
直
に
、
絵

づ
く
り
し
な
い
で
描
く
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

江
口
市
長
　
緑
色
を
使
っ
た
風
景
画

は
、
私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
た

『
純
粋
さ
』『
さ
わ
や
か
さ
』
を
思

い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た

多
く
の
悩
み
を
抱
え
る
現
代
人
に

『
心
か
ら
の
癒
し
』『
生
き
る
力
』

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
作
品
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
降
矢
さ
ん
に
は
、
市
の
観
光
大
使
を

務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、『
観

光
』
と
い
う
視
点
か
ら
、
ふ
る
さ
と

上
野
原
の
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

江
口
市
長
　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

最
近
、
市
民
の
間
で
、
観
光
・
郷

土
文
化
を
見
直
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
市
の
魅
力
や
素
晴

ら
し
さ
を
、
広
く
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

降
矢
さ
ん
　
市
に
は
、
す
ば
ら
し
い

自
然
が
あ
り
ま
す
。
人
工
物
で
は

な
く
、
大
目
地
区
の
梅
林
や
依
水

荘
周
辺
の
水
辺
の
風
景
な
ど
、
自

然
の
良
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
面
を
観
光
に
生
か
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
や
文
化
芸
術
の
視
点
か
ら
、

市
民
が
夢
を
持
ち
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
ふ
る
さ
と
上
野
原
を
つ
く
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

降
矢
さ
ん
　
江
口
市
長
は
、
市
の
発

展
の
た
め
に
多
く
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

私
か
ら
市
政
に
関
し
て
話
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
も
、
市
の

観
光
大
使
と
し
て
、
出
来
る
限
り

市
政
運
営
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

江
口
市
長
　
市
の
発
展
に
は
、
農
林

業
の
６
次
産
業
化
と
同
時
に
、
観

光
振
興
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
市
に
は
隠

れ
た
観
光
資
源
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
掘
り
起
こ
し
、
都
内
か

ら
の
誘
客
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
対
談
か
ら
は
、
子
ど
も
や
孫
た

ち
が
夢
と
希
望
が
も
て
る
ま
ち
に
な

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
、

決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

降
矢
先
生
に
は
、
郷
土
の
大
先
輩

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新春対談

望郷　〜ふるさとを想う〜

行政放送
新春対談の様子は、行政放送で
放送されます。

■放送期間　
　１月１日（祝）〜 12日（日）
※放送時間等は、上野原ブロー
ドバンドコミュニケーションズ
（UBC）ホームページの行政放送
番組表でご確認ください。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
、
市
政
運
営
に
対
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
、
新
年
特
別
企
画
と
し
て
、
洋

画
家
の
降
矢
組
人
さ
ん
と
江
口
市
長
と
の
新
春
対

談
を
企
画
し
ま
し
た
。

そ
の
対
談
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。市長室で行われた新春対談。二人の後ろには、

降矢さんの作品や西原地区に伝わる『門男』
が飾られました。　（写真右）降矢組人さん

上
野
原
市
長

洋
画
家

江え

ぐ

ち

ひ

で

お

口
英
雄

Profile　

降
ふるやそじん
矢組人

1930 年上野原市西原地区
生まれ。1956 年東京芸術
大学美術学部油絵科卒業。
1974 年迎賓館赤坂璃宮壁
画天井画修復作業従事（現
場責任者）。1998 年紺綬
褒章。2008 年日中友好交
流展出展。2009 年ふるさ
と上野原市西原『びりゅう
館』常設ギャラリー開設。
2012 年新市立病院に『富
岳桃源郷』50号他作品 11
点掲額。2012 年 11 月か
ら市の観光大使を務める
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地域経営論
山梨学院大学で講義 12/5（木）

ある日の市長

上野原市長

江口英雄

『環境共生都市
　　　うえのはら』
　　　　　　を目指して

市民のみなさんと
市長とのふれ愛トーク
■ 日時　1月29日（水）午前9時〜11時
※毎月1回、2時間を目安に開催してい
ます。
■ 方法　1人または1組（5人程度）を対象
として、対話時間はおおむね20分間です。
■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　企画課政策推進
担当（☎62-3118　FAX62-5333）
■ メールアドレス
　kikaku@city.uenohara.lg.jp

年
頭
の
あ
い
さ
つ

　この日、江口市長は、山梨
学院大学法学部政治行政学科
の講義『地域経営論』の講師
を努めました。
　講義では、市政運営やこれ
までの取り組みなどを話した
後、これからの公務員に求め
られることなどを、講義を受
けた学生に伝えました。

らちこ
しもし

も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
平
成
26
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
各

種
施
策
へ
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
に
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
富
士
山
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
や
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
東
京
に
決
定
す
る
な
ど
、
日
本
人
に
と
っ

て
非
常
に
喜
ば
し
い
、
誇
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
国
内
が
沸
い
た
一
年
で

し
た
。

そ
の
一
方
で
、
連
日
に
わ
た
る
猛
暑
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
、
大
型

台
風
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

多
発
傾
向
に
あ
る
自
然
災
害
の
発
生
や
被
害
の
大
き
さ
を
考
え
ま
す

と
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
職
責
に
あ
る
者
と
し
て
、
想
定
外
の

事
態
が
起
こ
る
こ
と
を
、
常
に
念
頭
に
置
い
た
対
応
の
必
要
性
を
痛
感

す
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
安
倍
内
閣
が
行
う
金
融
政

策
・
財
政
改
革
・
成
長
戦
略
の
３
本
の
矢
に
よ
る
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
地
方
へ
の
影
響
は
十
分
に
及
ん
で
い
な
い
の
が

実
感
で
あ
り
、
今
後
の
景
気
回
復
に
期
待
を
し
つ
つ
も
、
４
月
の
消
費

税
引
き
上
げ
を
控
え
、
そ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
な
か
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
上
野
原
市
の
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
市
立
病
院
の
完
成
開
院
や
市
独
自
で
行
う
不
妊
治
療
の
助
成
、
中

学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
、

教
育
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
市
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
事
業
支
援
、
そ
し
て
上
野
原
駅
周
辺
整
備
事
業
や
談
合

坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業
の

着
手
な
ど
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
市
長
就
任
2
期
目
の
政
策
と
し
て
、
新
病
院
の
ソ
フ
ト
面

の
充
実
や
（
仮
称
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
新
巌
保
育
所
の
開

園
、（
仮
称
）
新
上
野
原
保
育
所
の
建
設
、
ま
た
、
環
境
保
全
と
し
て
、

太
陽
光
・
小
水
力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
さ
ら
に
は
、

上
野
原
駅
周
辺
整
備
、
談
合
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業
な
ど
を
具
体
化
さ
せ
、
こ
れ
に
と
も
な
う
周

辺
西
部
地
区
の
地
域
活
性
化
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。い

ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

人
と
自
然
に
や
さ
し
い「
環
境
共
生
都
市  

う
え
の
は
ら
」を
目
指
し
て
、

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
季
節
で
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、
お
身
体
を
ご
自
愛
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
年
も

引
き
続
き
、
市
政
運
営
に
対
す
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。本

年
が
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
ま
た
、
こ
の
上
野
原
市
に
と

っ
て
、
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

№ 42
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大会結果

第
9
回

上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

12
月
10
日
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
12
月
1
日
付

け
で
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
に
江
口
市
長
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
委
嘱
さ
れ
た
方
は

100
人
で
、
任
期
は

平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
み
な
さ
ん
が
日
常
生
活
で

抱
え
る
悩
み
を
相
談
で
き
る
相
手
の
ひ
と
り
で
す
。
地
域

住
民
の
一
員
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
悩
み

を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
の
福
祉
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
に
担
当
し
、
地
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・

大
会
結
果
報
告

今
年
度
か
ら
、
12
月
開
催
と
な
っ

た
第
9
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会

が
、
12
月
8
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

計
1
0
6
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

一
般
の
部
で
は
、
山
梨
大
学
が
2

位
の
山
梨
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
に

3
分
29
秒
差
を
つ
け
て
、
み
ご
と
2

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
市
内
体
協

の
部
で
は
、
上
野
原
中
部
体
育
会
が

優
勝
。
市
内
職
場
の
部
で
は
、
石
垣

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
A
が
優
勝
し
ま

し
た
。
市
内
壮
年
の
部
で
は
、
6
区

間
中
4
区
間
で
区
間
賞
を
獲
得
し
た

甲
東
体
育
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
男
子
の
部
で
は
、
上

野
原
中
学
校
A
が
3
連
覇
を
達
成
。

中
学
女
子
の
部
は
、
上
野
原
中
学
校

A
が
4
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

市
内
小
学
生
男
子
の
部
は
、
リ
ヴ

ィ
エ
ー
ル
F
C
レ
ッ
ド
が
優
勝
。

市
内
小
学
生
女
子
の
部
で
は
、
コ
モ

ア
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
A

が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
社
会

教
育
担
当
（
☎
62
︱
3
4
0
9
）

■上野原市民生委員・児童委員、主任児童委員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
地区 氏名 担当区 地区 氏名 担当区 地区 氏名 担当区

大　
目

中 村 理 子 日向・花坂

島　
田

飯 島 充 子 上新田

棡　
原

長 田 正 巳 椿
羽 鳥 靖 男 東大野・西大野 安 藤 德 子 中新田 白 鳥 義 三 猪丸
一 ノ 宮 幹 三 高橋・南米沢 小 鷹 昭 次 下新田 大 舘 正 造 日原
浅 井 功 知 谷後・日留野・大田・大沢 上 條 雄 一 駒門 大 窪 皆 子 大垣外
富 田 一 雄 恋塚・犬目（上の山・上） 井 上 典 子 西区 大久保千佐子 沢渡（西）
清 水 由 雄 犬 目（ 中・ 下・ 安 達 野 ） 大月佐江子 南区 大 久 保 幸 夫 沢渡（東）
森 屋 守 利 新田・矢坪・談合坂 碓 井 恆 夫 東区

西　
原

長 田 助 成 初戸

甲　
東

久 田 喜 久 雄 芦垣 平 本 京 子 田野入 長 田 五 郎 藤尾
小 俣 郁 男 和見

上　
野　
原

⺽ 井 啓 子 諏訪 橋 本 正 博 田和・上平
尾 形 光 三 瀬渕・東区 清 水 峰 子 塚場 山 本 江 川通

根　 保 西区 石 井 隆 夫 新一（北・中） 宇 津 木 富 茂 扁盃・下城
網 野 秀 行 棚頭 根 津　 寛 新一（南） 脇 坂 鏡 子 郷原
志 村 義 夫 荻野 辺 見 佳 子 新二 横 瀬 秀 郷 原
和 智 柳 司 野田尻 棗　 惠 子 新三 長 田 明 美 飯尾

巌

古 家 勝 夫 仲山・大椚・八ツ沢（一部） 小 林 孝 久 本一

秋　
山

原 田 住 治 無生野
小 俣 紀 江 八ツ沢 若林マサノ 本二 守 屋 光 泰 浜沢・原
長 尾 將 司 松留 菅 野　 賢 本三 杉 本 國 春 尾崎
松 澤 和 代 松留 小 俣 信 子 本三 小笠原まり子 寺下
木 口 和 子 牧野・杖突・栃穴 小 俣 洋 子 原（1 区・2 区） 佐 藤 陽 子 板崎
大 塚　 貢 当月・仲居 石 原 和 枝 原（3 区・4 区） 佐 藤 と も 子 遠所
小 俣 雄 久保・千足 加 藤 昭 夫 田町 安 留 や ゑ 子 大地・栗谷
加 藤　 広 奥平（上） 酒 井 章 雄 新田倉 佐 藤 裕 計 中野
武 田 繁 男 奥平（下） 山 口 正 文 羽佐間（北） 関 戸 恭 子 神野
萩 原 敬 子 川合 川幡みさを 羽佐間（南） 原 田 ゆ り 子 小和田・古福志
土 門 淑 惠 コモアしおつ一丁目 石 川 康 夫 小沢・小沢東団地・小沢団地 原 田 礼 子 桜井
林　 芳 子 コモアしおつ二丁目 横 瀬 礼 子 西シ原 原 田 京 子 富岡
城　 君 枝 コモアしおつ三丁目 牧 野 晶 子 新井 星 野 靜 子 一古沢・金山
小 俣 朝 子 コモアしおつ四丁目 桑原富士雄 八米 佐 藤 和 光 安寺沢

大　
鶴

小 澤 悦 子 鶴川・上野山 石井たか子 向風・山風呂 小 澤 幸 子 上野原地区
尾 形 正 勝 大椚 山 下 雅 一 先祖・丸畑・奈須部 吉 村 秀 昭 上野原地区
小 山 岩 夫 日野

棡　
原

山 口　 光 尾続 原 田 廣 岳 秋山地区
中 村 秀 男 大倉 網 野 藤 男 用竹 河 内 隆 司 秋山地区
市 川　 勇 大曽根・大曽根陽光台 石 井 明 文 井戸
山 口　 一 小倉 石 井 太 郎 小伏

《
一
般
の
部
》

　
①
山
梨
大
学　
1
時
間
9
分
8
秒

　
②
山
梨
学
院
大
学
陸
上
競
技
部　
１
時
間
12
分
37
秒

　
③
帝
京
科
学
大
学　
1
時
間
12
分
51
秒

《
市
内
体
協
の
部
》

　
①
上
野
原
中
部
体
育
会　
1
時
間
20
分
25
秒

　
②
大
鶴
体
育
会　
1
時
間
23
分
25
秒

　
③
島
田
体
育
会　
1
時
間
25
分
6
秒

《
市
内
職
場
の
部
》

　
①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
A　
1
時
間
17
分
47
秒

　
②
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
B　
1
時
間
20
分
10
秒

　
③
富
士
航
空
電
子
陸
上
部　
1
時
間
25
分
34
秒

《
市
内
壮
年
の
部
》

　
①
甲
東
体
育
会　
1
時
間
21
分
42
秒

　
②
巌
体
育
会　
1
時
間
27
分
12
秒

　
③
棡
原
体
育
会　
1
時
間
38
分
0
秒

《
中
学
男
子
の
部
》

　
①
上
野
原
中
学
校
A　
1
時
間
17
分
52
秒

　
②
大
月
東
中
学
校　
1
時
間
19
分
44
秒

　
③
上
野
原
中
学
校
B　
1
時
間
20
分
14
秒

《
中
学
女
子
の
部
》

　
①
上
野
原
中
学
校
A　
1
時
間
34
分
21
秒

　
②
大
月
東
中
学
校　
1
時
間
35
分
20
秒

　
③
上
野
原
中
学
校
B　
1
時
間
39
分
37
秒

《
市
内
小
学
生
男
子
の
部
》

　
①
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
レ
ッ
ド　
28
分
12
秒

　
②
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
ピ
ン
ク　
28
分
23
秒

　
③
上
野
原
ア
ル
テ
ア
ル
J
F
C  

6
年　
28
分
52
秒

《
市
内
小
学
生
女
子
の
部
》

　

①
コ
モ
ア
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
A　

30
分
55
秒

　

②
上
野
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
31
分
14
秒

　

③
コ
モ
ア
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
B　

33
分
45
秒

委嘱状伝達式の様子

児
童
委
員
と
と
も
に
、
学

校
や
児
童
福
祉
に
関
す
る

機
関
と
連
携
し
て
子
ど
も

の
健
全
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の

地
域
に
も
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

福
祉
総
務
担
当
（
☎
62
︱

3
1
1
5
）

主
任

児
童
委
員

牛倉神社前を一斉にスタートする 1区の走者たち
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平成25年度　上半期財政公表

この財政公表は、市の予算の執行状況をお知らせするために、毎年 2 回定期的に行ってい
るものです。

（平成 25 年 4 月〜 9 月分）

今
後
の
予
定

※
基
本
構
想
策
定
後
は
、
公
共
交
通

事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
路
外
駐

車
場
管
理
者
、
公
園
管
理
者
、
建

築
主
、
公
安
委
員
会
等
は
具
体
的

な
整
備
内
容
を
示
し
た
「
特
定
事

業
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
に
基
づ
き
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

・
課
題
等
を
整
理

・
平
成
26
年
度
に
か
け
て
特
定
事
業

の
内
容
の
整
理
、
そ
の
他
必
要

事
項
の
検
討

・
必
要
に
応
じ
て
市
民
参
加
に
よ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
点
検
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
等
を
開
催

・
基
本
構
想（
素
案
）を
ま
と
め
る

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

▶▶▶▶

上
野
原
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

市
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
高
齢
者
、
障
害
者
等

の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）」

に
基
づ
き
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
妊

産
婦
、
け
が
人
な
ど
の
移
動
や
施
設 一

般
会
計

平
成
25
年
度
上
半
期
の
一
般
会
計

は
、
歳
入
が
収
入
済
額

55
億
9
9
4
万
8
千
円
（
収
入
率

44
・
9
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
主
な
も
の
は
、
市
税
の

18
億
9
4
2
4
万
3
千
円
、
地
方

交
付
税
の
24
億
9
1
6
9
万
円
な

ど
で
す
。
歳
出
は
、
支
出
済
額

40
億
8
7
7
4
万
1
千
円
（
支
出

率
33
・
3
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費
の

9
億
9
3
3
0
万
7
千
円
、
公
債

費
の
10
億
2
5
5
万
1
千
円
な
ど

で
す
。

特
別
会
計

平
成
25
年
度
上
半
期
の
特
別
会
計

は
、
合
計
で
収
入
済
額
が

25
億
4
4
4
5
万
5
千
円
（
収
入

率
37
・
6
％
）、
支
出
済
額
が

27
億
3
5
0
8
万
6
千
円
（
支
出

率
40
・
4
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
歳
入
歳
出
の
状
況
は
表
の

と
お
り
で
す
。

■一般会計歳入状況（平成 25 年 9 月 30 日現在　単位：千円）
科目 予算額 収入済額 収入率（％）

1 市 税 3,283,463 1,894,243 57.7
２ 地 方 譲 与 税 87,437 29,826 34.1
３ 利 子 割 交 付 金 7,541 2,768 36.7
４ 配 当 割 交 付 金 8,227 2,117 25.7

5 株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金 1,025 0 0.0

6 地方消費税交付金 234,844 140,443 59.8

7 ゴ ル フ 場 利
用 税 交 付 金 117,520 47,461 40.4

8 自 動 車 取 得
税 交 付 金 29,979 0 0.0

9 地方特例交付金 12,945 12,000 92.7
10 地 方 交 付 税 3,315,411 2,491,690 75.2

11 交 通 安 全 対
策 特 別 交 付 金 4,754 2,297 48.3

12 分担金及び負担金 195,287 53,043 27.2
13 使用料及び手数料 129,790 70,268 54.1
14 国 庫 支 出 金 949,003 351,654 37.1
15 県 支 出 金 611,387 72,621 11,9
16 財 産 収 入 475,469 84 0.0
17 寄 附 金 51 0 0.0
18 繰 入 金 409,789 2,238 0.5
19 繰 越 金 274,546 274,547 100.0
20 諸 収 入 196,550 62,648 31.9
21 市 債 1,921,500 0 0.0

計 12,266,518 5,509,948 44.9

■一般会計歳出状況（平成 25 年 9 月 30 日現在　単位：千円）
科目 予算額 支出済額 支出率（％）

1 議 会 費 149,738 78,911 52.7
２ 総 務 費 1,500,398 659,656 44.0
３ 民 生 費 3,230,171 993,307 30.8
４ 衛 生 費 1,239,605 372,669 30.1
5 労 働 費 20,756 9,100 43.8
6 農林水産業費 271,399 44,067 16.2
7 商 工 費 96,058 47,268 49.2
8 土 木 費 1,246,197 119,156 9.6
9 消 防 費 962,461 380,448 39.5
10 教 育 費 910,932 380,608 41.8
11 災 害 復 旧 費 26.597 0 0.0
12 公 債 費 1,939,015 1,002,551 51.7
13 諸 支 出 金 663,270 0 0.0
14 予 備 費 9,921 0 0.0

計 12,266,518 4,087,741 33.3

■特別会計歳入歳出状況（平成 25 年 9 月 30 日現在　単位：千円）

科目 予算額 収入済額 収入率
（％） 予算額 支出済額 支出率

（％）
国 民 健 康 保 険 3,199,314 1,236,611 38.7 3,199,314 1,351,949 42.3
後期高齢者医療 479,818 93,261 19.4 479,818 272,002 56.7
介 護 保 険 2,062,477 822,418 39.9 2,062,477 813,470 39.4
介護サービス 6,116 2,123 34.7 6,116 2,546 41.6
公 共 下 水 道 640,666 97,004 15.1 640,666 263,529 41.1
簡 易 水 道 76,193 25,887 34.0 76,193 27,703 36.4
教 育 奨 励 4,407 123 2.8 4,407 0 0.0
財 産 区 294,459 264,052 89.7 294,459 3,887 1.3
小金沢土室山
財産保護組合 3,027 2,976 98.3 3,027 0 0.0

計 6,766,477 2,544,455 37.6 6,766,477 2,735,086 40.4

■上野原市交通バリアフリー基本構想策定協議会委員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）
区分 氏名 所属・役職 区分 氏名 所属・役職

学 識 経 験 者 飯 島　 勤 社会デザイン研究所主宰 国 ・ 県

道路管理者

廣 瀬 久 文 山梨県リニア交通局交通政策課長
高 齢 者 団 体 長 坂 幸 夫 市老人クラブ連合会会長 鈴 木 洋 一 山梨県県土整備部道路管理課長
障 害 者 団 体 関 戸 将 夫 市身体障害者福祉会会長 内 田 稔 邦 山梨県富士・東部建設事務所所長
女 性 団 体 森本万里子 にこにこママクラブ代表

そ の 他

関係行政機関

松 本　 敦 国土交通省山梨運輸局首席運輸企画専門官

地域住民代表
大神田光司 上野原市区長会会長 岡 部 幸 喜 上野原市議会議員
大 塚 義 道 巌 地 区 区 長 会 会 長 杉 本 友 栄 上野原市議会議員
小 林 克 己 島田地区区長会副会長 田 中 英 明 上野原市議会議員

商工関係団体 小 俣 精 三 上野原市商工会会長 川 島 秀 夫 上野原市議会議員

公共交通事業者
永 山 健 一 JR 八王子支社担当課長

市 職 員

水 越　 章 上野原市総務部長
内 藤 克 彦 富士急山梨バス上野原営業所所長 尾 形 壽 春 上野原市市民部長
有 賀 征 夫 山梨県タクシー協会郡内支部タクシー協議会理事 加 藤 孝 行 上野原市建設経済部長

公 安 委 員 会
窪 田 圭 一 山梨県警察本部交通部交通規制課長 和 田 正 樹 上野原市福祉保健部長
守 山 喜 英 山梨県上野原警察署交通課長 橋 本 茂 治 上野原市教育委員会学校教育課長

国・県道路管理者 小 幡　 宏 国土交通省甲府河川国道事務所副所長

利
用
の
利
便
性
、
安
全
性
の
向
上
を

促
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で

す
。市

で
は
、
上
野
原
駅
、
四
方
津
駅

を
中
心
と
し
た
地
区
を
対
象
に
、
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経
験

者
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
女
性
、
商

工
関
係
団
体
、
地
域
住
民
等
の
代
表

者
、
市
議
会
議
員
や
関
係
事
業
者
、

関
係
行
政
機
関
な
ど
27
名
の
委
員
で

構
成
す
る
「
上
野
原
市
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
協
議
会
」
を

設
立
し
、
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
基

本
構
想
策
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項

の
協
議
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
基
本
構
想
策
定
に
向
け
て

の
今
後
の
予
定
と
各
委
員
の
名
前

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
駅
周

辺
整
備
推
進
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

昨年の 10 月 17 日（木）に行われた委員の委嘱式およ
び第 1回目の協議会の様子

・
地
区
別
検
討

・
基
本
構
想
策
定

▶ ▶
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

『確定申告書等作成コーナー』から
e − Tax で簡単申告！！

①国税庁ホームページから電子申告できる

②添付書類の提出を省略

③還付がスピーディー

④ 24時間いつでも利用可能
『確定申告書等作成コーナー』は、

国税庁ホームページ（国税庁で検索）で
ご覧ください。

税に関する相談会
『確定申告書作成相談会』
◆日時　1 月 30 日（木）
　午前10時〜正午、午後 1 時〜 4 時
◆場所　もみじホール 2 階

『税理士会が行う無料申告相談会』
◆日時　2月6日（木）、7日（金）
　午前10時〜正午、午後 1 時〜 4 時
◆場所　もみじホール 2 階

■ 所得税、市・県民税申告

所
得
税
、

市
・
県
民
税

申
告
の
お
知
ら
せ

所
得
税
、
市
・
県
民
税
は
、
個
人

が
1
年
間(

平
成
25
年
中)
に
得
た
所

得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
、
こ
の
所
得

に
つ
い
て
は
、
3
月
17
日
（
月
）
ま

で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者
以
外
で
下

表
①
〜
④
に
該
当
す
る
方
は
必
ず
申

告
し
ま
し
ょ
う
。

※
こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

※
申
告
が
遅
れ
た
り
、
過
少
申
告
を

し
た
場
合
は
、
加
算
税
が
課
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
下
表
①
・
③
・
④
に
該
当
す
る
方

で
申
告
が
な
い
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
、
高

額
療
養
費
等
の
非
課
税
世
帯
の
適

用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

・
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は

　
税
務
課
（
☎
62

−

3
1
1
3
）

・
所
得
税
、
消
費
税
に
つ
い
て
は

　
大
月
税
務
署
（
☎
22

−

3
1
5
1
）

区分 対象者 申告方法

確定申告が必要
な方

①事業所得、不動産所得、譲渡所得、２か所
以上から受ける給与、給与の他に 20 万円
を超える所得がある方、および給与収入が
2,000 万円を超える方など

②給与、年金、配当、原稿料等の所得者で源
泉徴収された税金が過納の方（還付の確定
申告）

・申告用紙が税務署から郵送された方、および郵
送されていないが、左記の①または②に該当
する方は、2 月 17 日（月）〜 3 月 17 日（月）
までの間に大月税務署で申告してください。

・営業などの青色申告を除く所得税の申告（確定
申告）については、市・県民税の申告会場で
も受け付けます。

市・県民税　　
（国民健康保険
税・介護保険料・
後期高齢者医療
保険料）の申告
が必要な方

③収入があったが、上記①、②の所得税申告
者にも、下記⑤にも該当しない方　　　

※確定申告を行う方は必要ありません
④収入がなく、だれの扶養にもなっていない方
※扶養者が市外にお住まいの方は、申告して

ください。

・前年度の申告の状況により、該当すると思われ
る方に申告用紙を郵送します。

・申告用紙は、税務課にも用意してあります。左
記の対象区分に該当する方は、次ページに掲
載してある申告会場で 3 月 17 日（月）まで
に申告してください。

申告の必要が
ない方

⑤給与だけの所得者で、勤務先から市役所へ年末調整済み給与支払報告書が提出されている方
（本人には源泉徴収票）で、上記①、②に該当しない場合は、申告の必要はありせん。

申告に持参する
もの

収入および必要経費のわかるもの、源泉徴収票、生命保険・地震保険・旧長期損害保険の支払
証明書、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の支払額のわかるもの、国民年金
保険料等の支払いをした旨を証明する書類、印鑑および本人の口座がわかるもの。

その他

※平成 25 年中の転入者で給与所得のある方や 20 歳以上の学生などに申告書が届く場合もあり
ますが、上記⑤に該当する方や学生で収入のない方は、市・県民税の申告書の裏面に勤務先や
学校名等を記入して提出してください。

※平成 23 年分の確定申告から、その年中の公的年金等の収入が 400 万円以下で、その他の所得
が 20 万円以下の方は、所得税の確定申告の必要がなくなりました。ただし、医療費控除や生
命保険料控除などの所得控除を追加して所得税の還付を受けようとする場合は、所得税の確定
申告が必要です。

　市・県民税の申告について、所得税の確定申告が不要な場合でも、公的年金等から控除されて
いない社会保険料控除、生命保険料控除、地震保険料控除、医療費控除および扶養控除の追加
など各種控除を受けようとする方は、市・県民税の申告が必要です。

※事業所得や譲渡所得のある方は、大月税務署での相談・申告をご利用ください。

国税庁ホームページは、『国税庁』で検索してください。
大月税務署ホームページは、『大月税務署』で検索してください。

■ 市・県民税申告受付（相談）会場日程表
受付日 受付時間 申告会場 該当地区 受付日 受付時間 申告会場 該当地区

2/17
（月）

9:30〜11:30 市 役 所
西 原 出 張 所

初戸、腰掛、田和・上平、
藤尾、中郡、扁盃、川通 3/3

（月）
9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

奈須部、先祖・丸畑、
諏訪、塚場、新三、
八米、山風呂、向風1:00 〜 4:00 飯尾、下城、郷原、原

2/18
（火）

9:30〜11:30 ふ る さ と
長 寿 館

沢渡、大垣外、小伏、
井戸

3/4
（火）

9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室 新一、新二

1:00 〜 4:00 尾続、用竹、椿、猪丸、
日原

3/5
（水）

9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室 本一、本二、本三

2/19
（水）

9:30〜11:30 市 役 所
甲 東 出 張 所

芦垣、和見、瀬渕、
東区 3/6

（木）
9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室 原、田町、新田倉

1:00 〜 4:00 西区、棚頭、荻野、
野田尻

2/20
（木）

9:30〜11:30 島田コミュニ
ティセンター

上新田、中新田
3/7

（金）
9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

羽佐間、小沢、新井、
西シ原、小沢団地、
小沢東団地

1:00 〜 4:00 下新田

2/21
（金）

9:30〜11:30 島田コミュニ
ティセンター

西区、駒門
1:00 〜 4:00 東区、南区、田野入

3/10
（月）

9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

仲山・大椚、八ツ沢、
松留、鶴川、大曽根、
小倉、大倉、大曽根
陽光台、上野山、
日野、大椚2/24

（月）

9:30〜11:30
市 役 所
大 目 出 張 所

日向、花坂、西大野、
東大野、南米沢、高橋

1:00 〜 4:00
犬目、恋塚、談合坂、
新田、谷後、日留野、
大田、大沢、矢坪

3/11
（火）

9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

他の会場で申告でき
なかった方（大目、
甲東、巌、大鶴）

2/25
（火）

9:30〜11:30 コモアしおつ
3 丁目集会場

コモアしおつ 1 丁目 3/12
（水）

9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

他の会場で申告でき
なかった方（島田、
棡原、西原、秋山）1:00 〜 4:00 コモアしおつ 2 丁目

2/26
（水）

9:30〜11:30 コモアしおつ
3 丁目集会場

コモアしおつ 3 丁目 3/13
（木）

9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

他の会場で申告でき
なかった方（上野原）1:00 〜 4:00 コモアしおつ 4 丁目

2/27
（木）

9:30〜11:30 牧 野
つ ど い の 家

奥平、川合、千足、
仲居 3/14

（金）
9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

他の会場で申告でき
なかった方（全地区）1:00 〜 4:00 牧野、当月、久保、

杖突、栃穴
2/28
（金）

9:30〜11:30
1:00 〜 4:00

秋 山 公 民 館
講 堂 秋山地区 3/17

（月）
9:00〜11:30
1:00 〜 4:00

市 役 所 1 階
展 示 室

他の会場で申告でき
なかった方（全地区）

※当日の混雑状況により、午前中の受付時間を繰り上げる場合があります。
※会場の混雑を避けるため、収入、必要経費の明細や医療費の領収書などは、あらかじめ計算し、整理しておいてください。

『年金受給者等に対する申告指導相談会』
◆日時　2月20日（木）
　午前10時〜4時（受付は終了30分前まで）
◆場所　富士吉田市民会館
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「
特
定
健
診
」

特
定
健
診
（
基
本
健
診
）
で

は
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着

目
し
た
検
査
を
行
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
と
は
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、
高

血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
の

３
つ
の
う
ち
、
2
つ
以
上
（
予

備
群
で
は
１
つ
）
該
当
し
て
い

る
方
を
指
し
ま
す
。

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
、

脂
肪
細
胞
か
ら
悪
い
物
質
が
分

泌
さ
れ
、
血
管
の
炎
症
や
血
栓

を
作
り
や
す
い
状
態
を
起
こ
し

ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
動
脈
硬

化
が
進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、

糖
尿
病
の
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
兆
が
あ
れ
ば
、
早
め

　
先
月
の
広
報
う
え
の
は
ら
12
月

号
の
「
保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
は
、
集
団
検
診
に
つ
い
て

お
伝
え
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
、
特
定
健
診
（
基
本

健
診
）に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

に
解
消
す
る
こ
と
が
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
定
健
診
（
基
本
健
診
）
は
、

20
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
職
場

等
で
受
診
す
る
機
会
が
な
い
方

は
、
市
が
行
う
特
定
健
診
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
診
し
た
ら
、
健

診
結
果
か
ら
体
の
状
態
を
確
認
し

て
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
健
診
結
果
か
ら
必
要

と
判
断
さ
れ
た
方
へ
、
特
定
保
健

指
導
や
個
別
の
面
接
等
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
解
消

や
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
特
定
健
診
を
受
け
る
と

と
も
に
、
こ
の
位
の
結
果
な
ら
大

丈
夫
と
自
己
判
断
し
た
り
、
忙
し

い
か
ら
と
放
置
し
た
り
せ
ず
、
自

分
の
健
康
状
態
を
正
し
く
理
解
し

て
、
生
活
の
改
善
に
努
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

生活習慣を
　見直そう!!

はたちの献血キャンペーン
風邪が流行する冬季は、献血者が減少します。県

では、１月～２月末の期間を「はたちの献血キャン
ペーン」と定め、若者を中心とした県民のみなさん
に献血に関する理解と協力を呼びかけています。

尊い生命を救うために、善意のご協力をお願いし
ます。

● 問い合わせ　県富士・東部保健福祉事務所地域保
健課（☎ 0555−24−9035）

《甲府献血ルーム》
■ 日時　１月１日の休館日を除き、毎日午前 10
　　　　 時～午後５時（成分献血は午後４時）
■ 場所　甲府市丸の内 1-16-20kokori ビル 2 階

《献血バスの予定》
■ 日時　２月 28 日 ( 金 ) 午前 10 時～正午 
■ 場所　富士吉田合同庁舎内駐車場
※その他の予定表は、山梨県血液センターホームペ

ージでご確認ください。

保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№18
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Healthy Life

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 26 年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 1 月 21日（火）、2 月 18 日（火）
※毎月第 3 火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1 時〜 5 時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★がん検診推進事業
がん検診推進事業は、市が特定の年齢に達した方に対
して子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の「がん検診
無料クーポン券」を配布し受診促進を図る事業です。

《がん検診無料クーポン券》
◎有効期限	 3 月 31 日（月）
※まだ、受診されていない方で対象となる方は、乳

がん検診と子宮がん検診が委託医療機関、大腸が
ん検診は、1月25日（土）の集団検診または 3 月
26 日（水）の指定日検診で受診することができ
ます。いずれも費用は無料です。ご利用ください。

★１日人間ドック
◎対 象 者	 35 歳以上 74 歳以下の国民健康保険

加入者
	 75 歳以上の後期高齢者医療制度の被

保険者
◎検 診 料	 自己負担金　14,200 円
	 （昼食代含む・オプション検査は別途）
	 婦人科を受診される方は 16,400 円
	 （子宮がん 1,500 円・乳がん 700 円）
◎申 込 み	 お早めに各実施機関に直接申し込み

ください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物な

ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎
上野原市立病院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9 時〜 11 時
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い

合わせください。

★乳幼児健診
実施日 該当児

4 か月児
1月8日（水） H25 年 8 月 1 日〜 31 日生

2月4日（火） H25 年 9 月 1 日〜 30 日生

9 か月児
1月8日（水） H25 年 3 月 1 日〜 31 日生

2月4日（火） H25 年4 月 1日〜 30 日生

1 歳
6 か月児 1月21日（火） H24 年 6 月1日

　　　　　  〜 7 月 15 日生

3 歳 児  1月27日（月） H22 年12月1日〜 31日生

2 歳児健診  1月16日（木） H23年10月1日
            〜12月 31日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、検診当日に

40 歳以上の女性
◎検 診 料	 自己負担金　1,200 円
◎内 容	 マンモグラフィ 2 方向検査
◎日 時	 毎週月・水・金曜日　午後 2 時〜 4 時

30 分
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気になる」、
「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」などの悩
み事に対し、心理相談員、保健師が相談を受けます。
◎日 時	 1 月 20 日（月）予約制となります。
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。
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〜
11
日
（
土
）

・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
で
検
索
）

●
願
書
受
付
場
所　
（
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

（
郵
送
可
）（
〒
4
0
0

−

0
0
2
6
甲
府
市
塩
部
2

−

2

−

15
）

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

※
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当
（
☎
62

−

4
1
1
1
）

●
日
時　

1
月
12
日
（
日
）
午
前

8
時
30
分
〜
開
式

●
場
所　

上
野
原
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
荒
天
時
は
上
野
原
中
学

校
体
育
館
）

●
内
容　

消
防
活
動
尽
力
者
に
対

す
る
各
種
表
彰
と
秋
山
第
一
分

団
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
実
演

な
ど

※
こ
の
出
初
式
は
、
市
消
防
団
が

年
の
は
じ
め
に
、
火
災
や
災
害

の
な
い
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
消

防
団
は
、
み
な
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
は
な
い

こ
と

●
支
給
額
　
児
童
1
人
に
つ
き

1
万
円

●
提
出
書
類
　
福
祉
課
子
育
て
支

援
担
当
と
県
富
士
・
東
部
保
健

福
祉
事
務
所
で
配
布

●
提
出
期
限
　

1
月
31
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
富

士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
福

祉
課
児
童
生
保
担
当
（
☎

0
5
5
5

−

24

−

9
0
4
2
）

●
対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い

で
、
人
工
透
析
の
た
め
市
外
の

医
療
機
関
に
通
院
し
て
い
る
方

●
限
度
額
　
月
額
5
千
円

※
対
象
と
な
る
金
額
は
、
公
共
の

交
通
機
関
の
乗
車
賃
金
を
基
準

と
し
ま
す
。

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
1
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　

1
月
10
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10

月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
名
簿
を
作
成
し
、
1
月

末
日
ま
で
に
「
小
学
校
の
入
学
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で
「
入
学
通
知

書
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
や
平
成

25
年
10
月
1
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
8
）

●
対
象
者
　
平
成
26
年
1
月
1
日

現
在
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
が
対
象
で
す
。

《
受
給
資
格
》

・
県
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

・
平
成
26
年
4
月
に
小
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
を
監
護
し
、

生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
で
あ
る
こ
と

・
平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
収
入

分
）
の
所
得
税
が
非
課
税
の
世

帯
で
あ
る
こ
と

※
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
方
法
等
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
（
腎
臓
機
能

障
害
）
を
所
持
し
て
い
る
該
当

者
に
は
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉

課
障
害
福
祉
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
日
時　

1
月
25
日
（
土
）
午
前

9
時
〜
正
午

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

5

・

6

●
内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　

30
名

●
受
講
資
格　

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
、
在
学
（
中
学
生

以
上
）
の
方

●
申
込
期
限　

1
月
17
日
（
金
）

●
費
用　

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、
日
程

を
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当
（
☎

62
−

4
1
1
1
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

昭
和
24
年
1
月
26
日
、
現
存
す

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ

る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁

画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
当
時
の
文

化
財
保
護
委
員
会
（
現
在
の
文
化

庁
）
と
国
家
消
防
本
部
（
現
在
の

消
防
庁
）
は
、
最
も
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
期
が
1
、
2
月
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
1
月
26
日
を
文
化

財
防
火
デ
ー
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
全
国
的

に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
て

お
り
、
市
で
も
市
民
の
み
な
さ
ん

の
文
化
財
保
護
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
よ
う
広
報
活
動
や
保
護
の

た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を

後
世
に
残
す
た
め
火
災
・
震
災
そ

の
他
の
災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当
（
☎
62

−

4
1
1
1
）

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

（
☎
62

−

3
4
0
9
）

●
試
験
種
目　

甲
種
・
乙
種
（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
・
会
場　

・
2
月
9
日
（
日
）
山
梨
英
和
大

学
（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

1
月
6
日
（
月
）

〜
14
日
（
火
）（
土
・
日
・
祝
日

除
く
）

・
電
子
申
請　

1
月
3
日
（
金
）

ひ
と
り
親
家
庭
に

入
進
学
支
度
金
を
支
給

平
成
26
年
上
野
原
市
消
防
団

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

小
学
校
の
入
学
通
知
は

1
月
中
に
送
付
し
ま
す

市
外
通
院
の
人
工
透
析
患
者
に

通
院
交
通
費
の
一
部
を
助
成

日
頃
か
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
そ
の

成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
庶

務
担
当
（
☎
62

−

4
1
1
1
）

●
職
種　

市
社
会
教
育
指
導
員

●
定
員　

1
名

●
募
集
期
間　

1
月
6
日
（
月
）

〜
31
日
（
金
）

●
任
用
期
間　

平
成
26
年
4
月
1

日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日

●
勤
務
条
件　

週
4
日
勤
務

※
報
酬
や
採
用
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
意
欲
と
熱
意
の
あ
る
方
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

下水道法では、公共下水道が使えるようになったら、速やか
に公共下水道へ接続することが定められています。
下水道の供用開始区域内に建物等を所有している方は、早
期に公共下水道への接続をお願いします。
なお、接続工事には、排水設備工事補助金制度や工事資金
等融資あっせん制度を利用することができます。
詳しくは、お問い合わせください。

●問い合わせ　建設課下水道担当（☎ 62-3123）

下水道接続工事の
お願い

①工事の相談・見積

②見積書

③契約

⑥責任施工

④工事確認申請

⑤承認

⑦完了届

⑧検査

《申込みから工事完了まで》

※下水道接続工事を
する場合は、必ず

「市排水設備指定
工事店」に依頼し
てください。市指
定工事店は、市の
ホームページで確
認してください。

お客様（所有者）

下水道担当

市排水設備
指定工事店

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

1
月
26
日
は
第
60
回
文
化
財

防
火
デ
ー
で
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

「
市
社
会
教
育
指
導
員
」
を

募
集
し
ま
す

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（62）3111
総 務 課（62）3117
企 画 課（62）3118
秋 山 支 所（56）2 111
税 務 課（62）3113
市 民 課（62）3112
生 活 環境課（62）3114
福 祉 課（62）3115
長 寿 健康課（62）4 133
経 済 課（62）3119
建 設 課（62）3123
都 市 計画課（62）3191
会 計 課（62）3116
議 会 事務局（62）3344
学 校 教育課（62）3408
社 会 教育課（62）3409
保健センター（62）4134
地域包括支援センター（62）3128
消 防 本 部（62）4 111

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

小春日や　外人多き
茶陶展

平岡登さん（巌地区）

目標が　餅より大きく　
膨らんで

佐々木信一（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。申込みは、
名前、連絡先、作品、句の
解説等をメールまたは郵送
でお送りください。
〒 409-0192 上野原市上野
原 3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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※
申
し
込
み
や
費
用
な
ど
の
詳
細

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

●
問
い
合
わ
せ　

山
梨
こ
と
ぶ
き

勧
学
院
（
☎
45

−

7
3
3
5
）

●
開
催
日　

1
月
28
日
（
火
）

※
時
間
は
未
定
で
す
。

●
場
所　

秋
山
温
泉

●
対
象
者　

成
人
の
方

●
内
容　

水
中
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー

は
、
脳
ト
レ
と
水
中
運
動
を
組
み

合
わ
せ
た
最
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

●
対
象
者　

4
月
か
ら
高
校
・
専

門
学
校
・
大
学
等
に
就
学
す
る

方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方

《
貸
付
条
件
》

・
成
績
優
秀
で
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
方

・
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
で
1

年
以
上
継
続
し
て
市
内
に
住
所

が
あ
る
保
護
者
と
引
き
続
き
1

年
以
上
生
計
を
一
つ
に
し
て
い

る
方

・
他
の
奨
学
を
目
的
と
す
る
団
体

か
ら
学
資
の
支
給
ま
た
は
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
方

《
募
集
人
員
》

・
高
校
等　

2
名

・
専
門
学
校
、
大
学
等　

3
名

《
貸
付
上
限
額
》

・
高
校
生
72
万
円
以
内

・
専
門
学
校
生
・
大
学
生
等
100
万

円
以
内

※
無
利
息
で
貸
付
を
行
い
ま
す
。

《
償
還
期
間
》　
10
年
間

※
奨
学
生
の
選
考
は
、
選
考
審
議

会
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

《
募
集
期
間
》
1
月
14
日
（
火
）
〜

31
日
（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
除

く
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
期
間
終
了
後
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
期
間
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

学
校

教
育
課
学
校
教
育
担
当
（
☎

62

−

3
4
0
8
）

●
日
時　

2
月
2
日
（
日
）

　

開
場　

午
後
1
時
30
分

　

開
演　

午
後
2
時

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
曲
名　

ひ
こ
う
き
雲
、
ド
レ
ミ

の
歌
、
嵐
メ
ド
レ
ー　

他

●
後
援　

市
教
育
委
員
会
、
市
文

化
協
会
、
県
吹
奏
楽
連
盟

※
ど
な
た
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
演
奏
会

で
す
。
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ワ
チ
P
C
プ

ラ

ニ

ン

グ
（

☎

62

−

5
6
9
2
）

●
日
時　

1
月
23
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
4
時

●
場
所　

大
月
市
民
会
館
4
階
視

聴
覚
室
（
大
月
市
御
太
刀
2

−

11

−

22
）

●
内
容　

日
常
生
活
に
か
か
わ
る

登
記
、
年
金
、
道
路
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
の
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
、
国
や
県
、
市
の
担
当

者
の
ほ
か
、弁
護
士
、司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
税
理
士
な
ど
の

方
々
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
費
用　

無
料

●
参
加
予
定
機
関　

甲
府
地
方
法

務
局
、
大
月
年
金
事
務
所
、
県

民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
大
月
市
、

県
行
政
書
士
会
、
県
弁
護
士
会
、

県
司
法
書
士
会
、
東
京
地
方
税

理
士
会
山
梨
県
会
、
山
梨
行
政

相
談
委
員
協
議
会
、
山
梨
行
政

評
価
事
務
所

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
山
梨
行

政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

（
☎
0
5
7
0

−

0
9
0
1

　

1
0
）

●
入
学
案
内
・
募
集
要
項
　
平
成

26
年
1
月
下
旬
か
ら
、
市
教
育

委
員
会
や
教
育
事
務
所
な
ど
で

お
渡
し
し
ま
す
。

●
出
願
受
付
期
間　

2
月
3
日

（
月
）
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
修
業
年
限　

2
年

※
1
年
間
で
25
講
座
実
施
し
ま
す
。

秋
山
温
泉
イ
ベ
ン
ト

水
中
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
開
催

特
設
合
同
行
政
相
談
所
か
ら

お
知
ら
せ

放
送
大
学

4
月
生
募
集

奨
学
資
金
の
貸
付
の

お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
「
山
梨
こ
と

ぶ
き
勧
学
院
」
学
生
募
集

上
野
原
吹
奏
楽
団

第
21
回
定
期
演
奏
会
開
催

都市計画審議会
都市計画審議会とは、市が都市計画の決定や変

更を行う場合、その都市計画の案を審議し、審議
会として都市計画決定・変更することが妥当であ
るか否かを決定する機関のことです。

この審議会は、都市計画法第７７条の２の規定
により定められており、「市が決定する都市計画に
ついて調査審議をすること」、「市長の諮問に応じ
都市計画に関する事項について調査審議するこ
と」、「都市計画に関する事項について関係行政機
関に建議すること」を役割としています。

都市計画審議会委員が委嘱されました

■上野原市都市計画審議会委員名簿
氏名 選出枠

1 中 井 道 夫 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
2 武 藤 慎 一 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
3 飯 島　 勤 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
4 小 俣 精 三 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
5 古 家 勝 夫 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
6 足 立 一 男 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
7 岡 部 善 文 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
8 堂 本 隆 司 識 見 を 有 す る 者 （1 号）
9 尾 形 重 寅 市 議 会 議 員 （2 号）
10 岡 部 幸 喜 市 議 会 議 員 （2 号）
11 久 島 博 道 市 議 会 議 員 （2 号）
12 鷹 取 偉 一 市 議 会 議 員 （2 号）
13 内 田 稔 邦 山 梨 県 職 員 （3 号）
14 河 野　 登 山 梨 県 職 員 （3 号）
15 佐 藤　 満 市 民 代 表　（3 号）
16 清 水　 正 市 民 代 表　　（3 号）

今期の都市計画審議会の委員に、次の１６名が
市長から委嘱されました。委員の任期は２年間で
す。
● 問 い 合 わ せ　 都 市 計 画 課 計 画 担 当（ ☎

62-3191）

今年もおもしろい !

って評判の上野原市

の寸劇を今年こそ見

に行こうっと！

第6期男女共同参画推進委員を
募集します

市では、第 6 期上野原市男女共同参画推進委員を
募集します。
■任　　期　2 年（平成 26 年 4 月〜平成 28 年 3 月）
■活動内容　上野原スマイルプランに定められた基
　　　　　　本目標とそれに基づく基本計画の実現
　　　　　　のために、毎月 1 回委員会を開催し
　　　　　　ます。
■募集人員　10 名程度
■応募締切　2 月 10 日（月）　
■応募方法　電話で応募してください。
※委員には、報償および交通費が支給されます。
※第 6 期推進委員会の活動は、4 月から始まります。
■申込み・問い合わせ　総務課行政防災担当（市男

女共同参画推進委員会）（☎ 62-3117）

新
し
い
刺
激
に
反
応
し
、
脳
が
混

乱
し
た
状
態
を
つ
く
る
こ
と
で
、

脳
を
活
性
化
さ
せ
脳
機
能
（
認
知

機
能
）
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

●
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
用
帽
子
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル

●
費
用　

無
料

※
入
館
料
が
必
要
で
す
。

《
秋
山
温
泉
定
期
休
館
》

3
月
3
日（
月
）〜
7
日（
金
）は
、

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
休
館

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

秋
山
温
泉
（
☎

56
−

2
6
1
1
）

《
放
送
大
学
っ
て
何
？
》

・
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

《
何
が
学
べ
る
の
？
》

・
心
理
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
ど
の
よ
う
な
方
が

　
　
　
　
　
学
ん
で
い
る
の
？
》

・
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

●
出
願
期
限　

2
月
28
日
（
金
）

※
出
願
資
料
な
ど
は
、
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。
気
軽
に
資
料
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
梨

学

習

セ

ン

タ

ー
（

☎

0
5
5

−

2
5
1

−

2
2

　

3
8
）

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

概
ね
10
セ
ン
チ
を
超
え
た
場
合
、

除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
市
道
の
路
線
数
が
多
く
、

通
行
量
の
多
い
幹
線
道
路
を
優
先

し
て
除
雪
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

細
部
ま
で
除
雪
が
行
き
届
か
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た

め
に
も
、
自
宅
周
辺
の
道
路
の
除

雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
あ
た
っ
て
次
の

マ
ナ
ー
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

《
除
雪
マ
ナ
ー
》

◎
宅
内
の
除
排
雪
は
車
道
や
歩
道

に
出
さ
ず
に
宅
内
で
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
車
道
除
雪
を
す
る
際
に
支
障
を

き
た
す
た
め
、
路
上
駐
車
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
除
排
雪
を
水
路
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
道
路
河

川
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
3
）

市
道
の
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

都市計画審議会開催の様子

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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輝け !!

　償却資産（固定資産税）申告
　市内において各種事業に用いる償却資産をお持ち

の方は、毎年 1 月 1 日現在の資産を申告していた
だくことになっています。

■ 毎年申告している事業者　
　市から申告用紙を送付します。記入のうえ提出し

てください。
■新規の事業者・今まで申告していないが対象の資

産を取得した事業者
　税務課に連絡ください。申告用紙を送付します。
■申告期限　
　1 月 31 日（金）

《償却資産 Q ＆ A》
Q1. 償却資産って何ですか？
A1. 償却資産とは、土地や家屋以外の事業用資産です。
※自動車税および軽自動車税の課税対象となるもの

を除く
Q2. 償却資産の対象になるものは何ですか？
A2. 1 月 1 日現在で、会社や個人が事業のために所　
　　有している構築物、機械、備品などの資産です。
Q3. 免税点はいくらですか？
A3. 課税標準額が 150 万円未満の場合課税されません。

　固定資産税（家屋）に関する届出
市では、適正な課税を行うため、所有している家

屋を取り壊した方、あるいは、登記がされていない
家屋の所有者名義を変更（売買、相続、贈与など）
した方は税務課へ届出をするようにお願いします。
※登記してある家屋（滅失登記、所有権移転登記をした場合）

は、地方税法の規定により、その内容を登記所が市に通知
することとなっているため、届出の必要がありません。

●問い合わせ　税務課課税担当（☎ 62-3113）

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
（
米

穀
等
の
取
引
等
に
か
か
わ
る
情
報

の
記
載
お
よ
び
産
地
情
報
の
伝
達

に
関
す
る
法
律
）
と
は
、
食
品
事

故
等
が
起
き
た
際
に
、
速
や
か
に

流
通
ル
ー
ト
を
特
定
し
、
事
業
者

や
消
費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
の

法
律
で
、
平
成
22
年
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

《
お
米
を
外
食
店
や
直
売
所
、
お
米

屋
さ
ん
な
ど
に
販
売
す
る
場
合
》

◎
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
に
よ
り

「
販
売
し
た
記
録
」
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

・
自
ら
「
領
収
書
」
か
「
納
品
書
」

な
ど
の
伝
票
を
発
行
し
、
控
え

を
保
存
す
る
。

・
販
売
状
況
（
商
品
名
、
産
地
、

数
量
、
取
引
年
月
日
、
販
売
先
）

を
ノ
ー
ト
な
ど
に
記
録
す
る
。

◎
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
に
よ
り

「
お
米
の
産
地
」
を
販
売
先
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

・
お
米
の
包
装
に
産
地
を
記
載
し

た
う
え
で
、
販
売
先
に
譲
り
渡

す
。

・
産
地
を
記
載
し
た
「
領
収
書
」

な
ど
の
伝
票
を
販
売
先
へ
発
行

す
る
。

※
お
米
だ
け
で
な
く
、「
も
ち
」

や
「
団
子
」、
炊
き
込
み
ご
飯

な
ど
の
「
米
飯
類
」
な
ど
も
対

象
で
す
。

※
お
米
を
紙
袋
や
ポ
リ
袋
な
ど
に

入
れ
て
、
一
般
消
費
者
へ
販
売

す
る
際
に
は
、
J
A
S
法
に
基

づ
く
産
地
の
表
示
が
必
要
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
省
関

東
農
政
局
甲
府
地
域
セ
ン
タ
ー

流
通
監
視
チ
ー
ム
（
☎

0
5
5

−

2
5
4

−

6
0
1
2
）

県
内
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
は
、
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

《
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
最

低
賃
金
》

　
1
時
間
　

8
0
6
円

※
平
成
25
年
12
月
26
日
効
力
発
生

《
山
梨
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
最
低
賃
金
》

　
1
時
間
　

8
1
5
円

※
平
成
25
年
12
月
21
日
効
力
発
生

《
山
梨
県
最
低
賃
金
》

　
1
時
間
7
0
6
円

※
平
成
25
年
10
月
18
日
効
力
発
生

●
問
い
合
わ
せ　

山
梨
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
（
☎

0
5
5

−

2
2
5

−

2
8
5
4
）

●
日
時
　

2
月
17
日
、
24
日
、
3

月
3
日
、
10
日
、
17
日
の
い
ず

れ
も
月
曜
日
（
計
5
日
間
）

●
場
所
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

●
対
象
者　

点
訳
に
興
味
、
関
心

が
あ
る
方

●
参
加
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
6
3
0
円
が
必

要
で
す
。

●
内
容　

点
字
の
概
要
、
読
み
方
、

書
き
方
な
ど

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

2
月
12
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
立

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
☎

72

−

5
5
3
3
）

税務課からお知らせ

「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」

を
ご
存
知
で
す
か

山
梨
県
内
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

点
訳
講
習
会（
初
心
者
向
け
）

開
催
の
お
知
ら
せ

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

空間放射線量等測定値報告　　●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

※市役所敷地内に放射線量を
測定するモニタリングポ
ストを設置しています。
測定結果は、市ホームペー
ジで確認することができ
ますのでご利用ください。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の一環として学生の協力を受けながら行っています。【測定日12月 12・16日】

次の測定値は、国が定める基準 0.23 μＳｖ／ｈ（1日のうち屋外に 8時間、木造家屋内に
16時間滞在するという生活パターンを仮定）より低くなっています。（単位：μＳｖ／ｈ）

測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ
大 野 貯 水 池 0.034 大 鶴 出 張 所 0.049 上野原市役所 0.037
甲 東 保 育 所 0.060 島 田 小 学 校 0.046 第 二 保 育 所 0.065
旧 巌 出 張 所 0.024 少 年 野 球 場 0.038 棡 原 出 張 所 0.045
帝京科学大学 0.040 上野原小学校 0.054 西 原 小 学 校 0.072
コモアしおつ石の公園 0.029 諏 訪 神 社 0.051 秋 山 保 育 所 0.041

文部科学大臣表彰

平成25年度スポーツ推進委員
功労者表彰を受賞 !!
　巌地区在住の中満武士さんは、長年にわたり体育指
導委員として、地域スポーツの普及振興に尽力したこ
とが認められ、11 月 21 日、文部科学大臣から平成
25 年度スポーツ推進委員功労者表彰を受賞しました。
おめでとうございます。

中
なかみつたけし

満武士さん（巌地区在住）

援護事業に尽力 !!

援護事業功労者
厚生労働大臣表彰を受賞 !!

　大鶴地区在住の市川晴一さんは、長年にわたり、援
護事業に貢献した功績が認められ、11 月 22 日、厚生
労働大臣から援護事業功労者厚生労働大臣表彰を受賞
しました。おめでとうございます。

市
いちかわせいいち

川晴一さん（大鶴地区在住）

教育活動の推進に尽力 !!

山梨県教育功労者表彰を受賞 !!

　秋山地区在住の白木章雄さんは、長年にわたり自然
愛護の精神や勤労の尊さを体得させる教育活動の功績
が認められ、11 月 1 日、山梨県教育委員長から山梨
県教育功労者表彰を受賞しました。おめでとうござい
ます。白

しらきあきお

木章雄さん（秋山地区在住）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

※初めて利用される方は事前に申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎ 62−3115）

子育てプレイルーム

子育て情報館 

1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店

有料広告

日　付 イベント名 場所・時間・問い合わせ

1月12日（日）

平成 26 年
上野原市消防団

出初式

上野原中学校グラウンド
（荒天時上野原中学校体
育館）、午前8時30分〜、
消防総務課（☎ 62-4111）

平成 26 年
上野原市成人式

もみじホール、
午前 11 時 30 分〜
式典開始、
社会教育課（☎ 62-3409）

1月28日（火）
秋山温泉イベント

「水中シナプ
ソロジー」

秋山温泉、時間未定、
無料（入館料別）、
秋山温泉（☎ 56-2611）

2月2日（日）
上野原吹奏楽団

第 21 回
定期演奏会

もみじホール、
午後 2 時開演、無料、
ワチ PC プラニング

（☎ 62-5692）

1 月のイベント & 相談日

開催日時・場所

日　時

1 月 8 日（水）、22 日（水）、2 月 5 日（水）
午前 9 時〜正午
1 月 15 日（水）、29 日（水）
午前 9 時〜午後３時

場　所 もみじホール 2 階会議室２

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 26 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

イベント案内 各種相談日

窓口業務

《サンテいちのみやの特徴》
・60 歳以上の 3 食付高齢者専用住宅
  です。（ご夫婦部屋有り）
・県の補助金による低料金の施設です。
  （ご本人の年収による）
※入居に関してのご相談は遠慮なく
   下記までお問い合わせください。
 〒 405-0052 山梨県笛吹市一宮町南野呂 422-1
　社会福祉法人　幸徳会　ケアハウス　サンテいちのみや
　（☎ 0553-47-3181）（FAX 0553–47-3148）

ケアハウスサンテいちのみや 入居者募集 日曜大工のパパから プロの職人さんまで
町の便利なお店
金物・土木建築資材・塗料・
水道部品・物置・家庭用品・
ガラス修理・網戸張替え

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 9 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 10 日（金）・24 日（金）
午前 10：00 〜正午

もみじホール
3 階和室

行 政 相 談 20 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 16 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00 市役所 1 階会議室 B

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市税収納・納税相談 26 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

反頭
松本

反頭

岡本・村田
石井

小池

反頭・津久井
牛島・清水

村田

清水・津久井
金子

※1

岡本・村田
進藤

内科
常勤医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外科 午後 ※2

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科 午前 ※3吉田 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
お し り 外 来 午後 冨岡
胸 部 外 科 午後 ※5平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 笠井 松原 戸島 中島 須田
ペ イ ン 外 来 午後 休診

眼 科 午前 館野 大城 ※6大野
（予約）

※7大野
（時間制限）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 芦澤 岡本
※ 4 泌 尿 器 科 午前 / 午後 1/21・28 1/11・18午前
婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 ※8

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

《上野原市立病院　1 月の外来診療のご案内》●問い合わせ　市立病院（☎ 62 − 5121）

★山梨県の小児医療体制等に基づき、小児科の夜間・休日診療等は、従来通り「富士・東部小児初期救急医療セ
ンター」で行っており、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応を行っています。当院の小児科医は、他
病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたりますので、ご理解とご協力をお願いします。

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は内科の診療（常勤内科医が週交替で診療）を午前中に行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。
　※1　第1、第3週は、石金医師、第2、第4週は的野医師が診療を行います。
　※2　小児心臓外来は、第1木曜日のみ診療を行います。
　※3　外科の月曜日の吉田医師は、完全予約制です。
　※4　泌尿器科の診療は、診療日の縮小により予約患者様を優先せざるを得ないため、初診患者様の午前の受付時間は午前１０時まで、
　　　　午後の受付時間は、午後３時までです（診療日は、1月 11日（土）午前、18日（土）午前、21日（火）、28日（火））。
　※5　1月9日（木）の胸部外科の診療は、都合により、8日（水）に変更します。
　※6　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
　※7　眼科の金曜日の大野医師は、午前10時 00分までに受付した患者様の診療となります。
　※8　西原診療所は第1、第3週のみ診療を行います。

『たまひよママのお茶会』

コモア　代表者　森本（☎ 66-4308）
◎日　時　1 月 10 日（金）、2月 7日（金）午前10時〜正午
◎場　所　コモア内、一丁目集会所　
棡　原　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
◎日　時　1 月 24 日（金）、2 月 14 日（金）午前10時〜正午
◎場　所　棡原保育所
島　田　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
◎日　時　2月28 日（金）午前 10 時〜正午
◎場　所　島田コミュニティセンター

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

かまど うどん機械入荷

現場見学会開催中 !!
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婚

姻

一
般
書

◇
『
香
夜
』

　
高
樹
の
ぶ
子
／
著　　
集
英
社

　
　

流
奈
が
思
い
を
馳
せ
る
の
は

「
ど
う
し
て
も
会
わ
な
け
れ
ば
」

と
願
う
人
々
と
の
逢
瀬
。
死
へ

の
道
程
を
怪
し
く
鋭
く
甘
や
か

に
描
き
だ
す
、
哀
悼
と
鎮
魂
の

物
語

児
童
書

◆
『
ピ
コ
の
そ
う
じ
と
う
ば
ん
』

　
阿
部
夏
丸
／
作　
村
上
康
成
／
絵　

講
談
社

絵
本

○
『
ま
だ
だ
よ
ま
だ
だ
よ
』

　
市
居
み
か
／
絵　
村
上
し
い
こ

　
／
文　
講
談
社

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

大
目
地
区

葛
西
美
智
子
（
正
三
）

甲
東
地
区

溝
呂
木
芳
正
（
孝
良
）、
溝
呂
木

百
合
子
（
譲
二
）、
志
村
大
六
郎

（
茂
）、
落
合
照
雄
（
洋
成
）

巌
地
区

小
俣
久
美
子
（
隆
義
）、
水
越
賴
丈

（
長
島
仁
）

島
田
地
区

山
下
武
（
八
重
子
）

上
野
原
地
区

天
野
貴
子
（
次
郎
）、
石
井
修
司

（
修
）
桑
原
文
喜
（
和
利
）、
和
智

一
郎
（
秀
樹
）、
石
井
實
（
榮
）、

大
庭
昭
一
（
坂
下
幹
夫
）、
富
田

み
子
（
条
一
）、
桑
原
茂
（
實
）、

原
田
正
孝
（
久
枝
）、
菊
池
正
宣

（
元
）、
大
久
保
昌
宣
（
明
秀
）

棡
原
地
区

石
井
健
雄
（
誠
司
）、
名
島
則
孝

（
さ
だ
子
）

西
原
地
区

古
家
に
は
子
（
貢
三
）

秋
山
地
区

杉
本
は
つ
ゑ
（
喜
重
）

巌
地
区

髙
橋
由ゆ
い
な奈
（
快
行
）、
若
菜
弦げ

ん
た太

（
豊
）、
一
ノ
宮
杏あ

ん
な菜
（
稔
）

上
野
原
地
区

氏
家
聖せ

い
り
ゅ
う
隆
（
芳
生
）

西
原
地
区

長
田
快か

い
と人
（
文
勝
）

大
鶴
地
区

小
俣
滋
希=

小
林
悦
子

棡
原
地
区

加
藤
浩
二=

杉
本
さ
ち

秋
山
地
区

杉
本
竜
一=

江
口
知
子

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）

問い合わせ　
総 務 課 行 政 防 災 担 当（ ☎
62-3117）（上野原市男女
共同参画推進委員会）

スマイル
ニュース

♯88

上野原地区	 石川  風
ふうか

花ちゃん（7歳 5か月）
	 　　  穂

ほのか

花ちゃん（6歳 5か月）

　　　　　　　睦
むつか

花ちゃん（1歳 7か月）
健二さん、由美さんの長女・二女・三女

“元気いっぱい 3 人で仲良くね”
《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、
企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

昭
和
10
年
1
月
生
ま
れ
で
、
今

年
79
歳
に
な
る
小
俣
キ
ヌ
子
さ
ん
。

小
俣
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
し

て
か
ら
約
30
年
間
、
保
育
所
の
先

生
を
務
め
、
今
で
は
上
野
原
地
区

更
生
保
護
女
性
会
に
所
属
し
、
長

年
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

小
俣
さ
ん
は
、「
活
動
の
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
何
よ
り
も
嬉
し
い
」
と
話
す
。

今
後
は
、
出
来
る
限
り
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
地
域

貢
献
を
続
け
て
い
き
た
い
と
、
先
日

行
わ
れ
た
世
代
間
ふ
れ
あ
い
交
流
会

で
子
ど
も
と
一
緒
に
作
っ
た
状
差
し

を
片
手
に
話
し
て
く
れ
た
。

The Face of
ザ　フェイス　オブ　ウエノハラ

Uenohara kids 

Seishuning

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

小
お ま た

俣キヌ子
（巌地区）

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

♯17

The Face of
ザ　フェイス　オブ　ウエノハラ

Uenohara kids 

Seishuning

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

さん

巌地区	 小俣  琴
ことみ

美ちゃん（3歳 5か月）

	 　厚さん紀子さんの長女
“優しい子に育ってね !”

今年もおもしろい !

って評判の上野原市

の寸劇を今年こそ見

に行こうっと！

▼ 

今
月
の
参
画
格
言 
▲

　『
少
子
化
対
策
の
大
き
な
課
題
は
、

　
父
親（
母
親
）を
家
庭
に
返
し
て
あ
げ
る
こ
と
！
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
頼
み
で
は
悲
し
す
ぎ
る
。
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

作：上野原市男女共同参画推進委員会　　画：石井京子

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に

希
望
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護

者
、
死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
11
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 リンデンドーム朗読館 親子文芸講座 映画鑑賞会

タイトル名 「フレンドリー・
バニーマイロ」

「しりとりあいうえお」　　
ほか 『いろはにほ』ほか 『ビーズ教室』 『雨の朝パリに死す』

開 催 日 1 月 11 日（土） 1 月 18 日（土） 1 月 19 日（日） 1 月 25 日（土） 1 月 26 日（日）

時 　 間 午前 10 時〜 10 時 35 分
午後 2 時〜 2 時 35 分 午後 2 時 30 分〜 午後 2 時〜 午後 2 時〜 午後 2 時〜 4 時

そ の 他 − 協力 たんぽぽ会 協力 上野原朗読の会 − −
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